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事 前 審 査 要 項  

 

１．民間企業及び財団法人等（以下「財団等」という。）から，当医学研究科における推薦件

数が限定されている研究助成金等の公募があった場合，医学研究科研究推進委員会（以下

「本委員会」という。）は事前審査により申請者を定め，当該財団等へ,その申請者を推薦

する。 

 

２．財団等から推薦件数が限定されている研究助成金等募集要項が講座等に通知された後，

申請希望者は一定期間内に本委員会の定める書式（様式１及び２）による事前審査申込書

を，所属教授等を通じて本委員会委員長に提出する。ただし,推薦件数が限定されていない

ものについては,その限りではない。 

 

３．委員長は，申請希望者数が財団等の求める推薦件数を超えたとき，本委員会を開催し，

期日までに提出された事前審査申込書をもとに，所定の数の申請者を決定する。 

 

４．事前審査申込書には，次の内容が含まれているものとする。 

  ・申請先財団等の名称・年度 

  ・代表申請者氏名，生年月日，職名，所属講座・施設 

  ・研究テーマ 

  ・申請する研究の内容（研究の背景及び目的，研究の実績，申請する計画の概要） 

  ・研究業績リスト（過去５年間） 

  ・文部科学省科学研究費補助金，他省庁及び財団等からの研究助成の実績（過去５年） 

  ・申請先財団等への過去の申請状況 

  ・今年度における他財団等への申請状況 

 

５．申請者選考にあたっては，次のことを原則とする。 

一． 研究実績があり，公募の選考に耐え得るものとする。 

二． 各研究者の申請の機会を広げるようにする。 

三． 過去２年以内に，同一財団等から助成を受けていないこと。 

 

６．その財団等への申請者として決定された者は，改めて財団等が定める申請書を作成し，

事務部を通じて申請するものとする。ただし，本委員会で決定後，代表申請者氏名及び事

前審査を行った研究テーマの変更は認めないものとする。また,研究の目的及び研究計画等

の大幅な変更も認めないものとする。 

 

（平成２３年１２月２０日 研究推進委員会承認） 

 



（様式１） 

学術助成金等応募のための事前審査申込書 

令和  年  月  日 

１．申請先財団等の名称・年度 

 

２．代表申請者氏名                 生年月日   年  月  日 

  職  名                     所属講座部門 

３．研究テーマ（具体的にその内容がわかるように，４０字以内） 

 

４．申請する研究の内容（9 ポイント以上の文字を使用し，枠内へ収めてください。） 

研究の背景及び目的 

 

 

 

この研究における申請者の過去の実績 

 

 

 

申請する研究計画の概要 

 

 

 

５．科学研究費補助金，他省庁及び各種団体等からの研究助成の実績 

（今年度(最右欄)を含む過去５年） 

 

年度 R4 R5 R6 R7 R8 例) 

  

          ・基盤研究(B) 

          300 万円 

          ・内藤財団 

           300 万円 

          
・唐牛記念医学研

究基金(B) 

           100 万円 
 

６．申請先財団等への過去の申請状況 

 

７．今年度における他財団等への申請状況 

 

令和  年  月  日 

所属教授等氏名（自署）            印 



（様式２） 

 

研究業績リスト（過去５年間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※記載事項・記載例 裏面参照 

 



研究業績リスト（過去５年間）年度順に記入。 

  著者名全員，論文タイトル，ジャーナル（書籍名），巻，初めの頁－終わりの頁，発

行年（書籍のときは発行所も記入）。ただし，学会抄録，研究会報，各省庁等の研究報

告は記載しないこと。また，投稿中，投稿準備中の論文は記載しないこと。受理決定

された論文（印刷中）は記載してもよいが，受理番号を明記すること。 

  この用紙に書ききれないときはＡ４判の用紙を適宜追加してください。 

 

 

例） 

1) Kimura,M.,Kurotani,H.,and Mikami,T. Light and electron microscopical 

studies on renal amyloidosis with nephritic syndrome. 

Hirosaki Med.J.,39,93-106(1987)． 

 

 

       2) 松江 一，高垣 啓一，中村 敏也 結合組織を形成しているグリコサミノグリ 

カンの分解機構について．弘前医学，37,189-201(1985)． 


